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発刊にあたって

この報告書は、平成2年度農業基盤整備事業の施工に先がけて、佐

賀市教育委員会が平成2年度に発掘調査を実施した久富遺跡1区の

発掘調査報告書であります。

佐賀市金立町に所在する久富遺跡においての調査は、昭和58年度

に実施した発掘調査に続き、今回が2例目であります。

今回の調査においては、古墳時代前期の遺構・遺物が注目される

ものと思われます。特に、A地区で検出した大溝から出土した遺物の

中には、黒漆を塗った甕や「山陰系土器」と呼ばれる土器群が含ま

れており、これらの土器をとってみても、当時の他地域との盛んな

交流の一端を垣間見ることができます。今回の調査は調査区が狭か

ったこともあって、遺跡の全体像に迫ることはできませんでしたが、

今後の調査によって全容が明らかになることを期待しております。

また、これらの貴重な資料がこの発掘調査報告書とともに、皆様

による郷土の文化財への愛護、認識と理解への一助となれば幸甚に

存じます。

なお、発掘調査から報告書発刊にいたるまで、地元の皆様をはじ

めとする関係各位から賜りました深いご理解と多大なるご協力に対

しまして、心から厚く御礼中し上げます。

平成4年3月

佐賀市教育委員会

教育長山田清人



例 言

1.本書は農業基盤整備事業に伴い、平成2年度に調査を実施した久富遺跡1区 (A・B・C地区）

の発掘調査報告書である。

2.調査は佐賀県農林部の委託を受けて、佐賀市教育委員会が実施した。

3.調査の所在および規模などは以下のとおり。

遺跡登録番号 2062 • 4022 • 5042 遺跡略号 HDM-1-A • B • C 

調査地地籍 佐賀県佐賀市金立訂大字千府字久富1487はか 開発面積 140, OOOm2 

調査対象面積 13, 750m2 調査実施面積 1,376m2 

遺跡調査番号 0202 調査期間 平成2年7月13B-9月17B

なお、昭和58年度調査の久富遺跡A・B区の調査区名称は以下のように読み替える。

久富遺跡A区 (HDM-A)→久富遺跡0区A地区 (HDM-0-A)

久富遺跡B区 (HDM-B)→久富遺跡0区B地区 (HDM-0-B)

4.発掘作業・整理作業・報告書作成の分担は以下のとおり。

表土除去

空中写真

遺構実測

遺構・遺物写真

遺物復元

遺物実測

製図

有限会社

有限会社

松尾工建

空中写真企画

埋蔵文化財サポー トシステム、龍由美子・副島カスミ・木島慎治

木島

西首金子・吉田典子

浜野里美・楠本正士・古賀章彦・木島

楠本・古賀・木島

5.調査・整理記録類は、佐賀市文化財資料館（佐賀市本庄町大字本庄1121)で保管している。

また、出土遺物については、 I種資料を佐賀市文化財資料館で、 II種資料を佐賀市循誘収蔵

庫で保管している。巻末の収蔵品目録を参照されたい。

6. 本書の執筆・編集は、木島がこれにあたった。

凡 例

1.遺構については略記号を用いる。調査区ごとに連番号をつけ、番号の前に遺構分類記号を

つけた。分類一覧は以下のとおり。

芯:: I:： ：;：：ばし1:：：:：：：•石蓋土槻墓
2. 原則として、遺構の測定値はm単位、

芯：石墓1こ[:; 1:: :：：： 19，l:::穴
遺物についてはcm単位で表記する。

3.特に注記のないかぎり、図中に表示した方位はすべて座標北 (G. N.)である。
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I.序説

I.序説

1.調査に至る経過

きんりゆう

佐賀市金立町において農業碁盤整備事業が起エされたのは、平成2年度であった。圃場整備
おぎ きたしげやす

工区は東西に走行する主要県道小城 ・北茂安線によって南北に分割されており、北側の金立北
ひさどみ

部地区、南側の金立南部地区の2エ区が設定されている。今回調査を行なった久富遺跡1区は金

立南部地区において確認されたものである。

平成2年度の金立南部地区における農業基盤整備事業は、 14haを対象に工事計画が策定さ

れた。これに伴い、佐賀市教育委員会が平成元年11月に当該地区の埋蔵文化財確認調査を実施

した。この結果、 13,750面に及ぶ遺跡の存在が確認された。この調査結果を受けて、佐賀県農

林部、佐賀県文化課（現 佐賀県文化財課）、佐賀市土地改良課、佐賀市教育委員会の四者で、

埋蔵文化財の保護に関する協議を実施した。協議の結果、工事に際し削平を免れない1,376m叶こ

ついて発掘調査を実施し、埋蔵文化財の記録による保存を図ることとなった。

発掘調査は平成2年7月13日から開始した。調査地における湧水の激しさには随分と悩まされ

たが、同年9月17日にすべての現場作業を終了した。出土遺物・調査記録の整理作業及ぴ調査報

告書の作成は平成2年12月から平成4年3月にかけて、佐賀市文化財資料館で行なった。

2.調査の組織

調査主体佐賀市教育委員会

［平成2年度］ （発掘調査）

事務局 佐賀市教育委員会社会教育課

社会教育課長 古川靖邦

課長補佐兼文化係長 中野和彦

事務吏員

事務吏員

事務吏員

甲木亮ー（庶務担当）

前田達男（試掘担当）

木島慎治（調査担当）

［平成3年度］ （報告書作成）

事務局佐賀市教育委員会文化課

文化課長 中野和彦

文化係長 野口義通（庶務担当）

事務吏員 甲木亮ー（庶務担当）

文化財係長福田義彦

事務吏員 木島慎治（報告書担当）

発掘作業員 広瀬八重子・広瀬幸子・村川キクエ•生田美代子・古賀主殿・江下生子・宮崎久

枝・野中マツェ・大林里子・武富サチコ・武富ヨシエ•福田トシェ•福田妙子

調査協力 佐賀県教育委員会•佐賀県農林部・中部農林事務所・佐賀市土地改良課・久保泉

土地改良区・地元各位

-1 -



II.遺跡の位置と環境

II.遺跡の位罹と環境

1.地理的環境

ひさどみ さが さが きんりゆう ちふ ひさどみ

久富遺跡は佐賀県佐賀市金立町大字千布字久富に所在する。今回の調査地点（久富遺跡1区）

の地籍は大字千布字久富1487番地ほかである。

佐賀県の県都である佐賀市は佐賀県の東南部に位置する。市域は佐賀平野の中央部に占地す
せふり かんざきかんざき ちよだ もろ

る形で、脊振山系から有明海沿岸に及んでおり、東は神埼郡神埼町・同郡千代田町・佐賀郡諸
どみ やまとおざみかづき ひがしよか かわ

富町、西は佐賀郡大和町・小城郡三日月町、北は佐賀郡大和町、南は佐賀郡東与賀町・同郡川

副町と接している。地形的に概観すると、脊振山系の南麓部、そこから有明海へ南流する河川

（嘉珈1|、自分llなど）により形成された複合扇状地や中位段丘、その南域に広がる平坦な沖

積地、というように北から南へとこのような地形の流れを捉えることができる。

久富遺跡は、地形的には複合扇状地、しかも、沖積地との境に近い、扇状地の先端部分付近

に立地している。遺跡の東方約300mの地点には巨勢川がほぽ南北に流路をとって流れており、
むらとくなが

巨勢川から東域には弥生後期の大集落である村徳永遺跡が存在し、一方、久富遺跡の西隣には
ひがしちふ

弥生中期の甕棺墓群の調査が行なわれた東千布遺跡が存在する。

2.歴史的環境

佐賀市北部も含め、脊振山南麓及び平野部一体は遺跡の宝庫と呼ばれるほどの遺跡密集地と

して知られている。以下、 Fig.1の範囲内を中心に周辺遺跡の様相を時代順に概観する。
くぼいずみ にしばる とうつけ

旧石器時代では、久保泉町の西原遺跡1)や藤附E遺跡叫こおいて断片的な資料が知られるのみ

であり、概要については現在のところ明らかでない。今後の調査に期待したい。

縄文時代ではいくつかの調査が行なわれ、良好な資料も得られている。佐賀市久保泉町にお
すずくま まるやま

いては、鈴熊遺跡3).西原遺跡1)で晩期、藤附A遺跡4)では後期、丸山遺跡5)では早期～晩期の資
きんりゆうかいたく だいもん

料が、また、佐賀市金立町においては、金立開拓遺跡6)7)で早期•前期・後期・晩期、大門遺跡8)9)
らいこうじ ろつぼんくろ

では前期・後期・晩期、米迎寺遺跡10)では中期・後期の資料が得られている。その他、六本黒

木遺跡や大門西遺跡11)においても当該期の資料が得られている。縄文時代の遺跡は脊振山麓を
ひがしみよう

中心に分布する。しかし、新発見の佐賀市金立町東名遺跡12)は標高4m前後の低平な水田部に存

在し、しかも、無遺物層と判断され調査に及ぶことの少なかった粘土層から早期土器が検出さ

れるなど、これまでの調査成果とは異なった様相を呈している。よって今後の低地遺跡の調査

においては縄文遺跡の存在の可能性を念頭において調査を行なう必要があるだろう。

弥生時代に入ると、遺跡数及び遺跡の分布範囲は飛躍的な増大、南域への拡大化が展開され
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Fig. 1 久富遺跡周辺主要遺跡分布図 (1/25, 000) 
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びわばる いずみさんぼんくり

る。主な遺跡としては久保泉町では琵琶原遺跡13)（後期～終末の集落遺跡）、泉三本栗遺跡14)（前
たての むらとくなが

期～中期の集落遺跡）、立野遺跡15) （中期の集落遺跡）、村徳永遺跡F~L区 16)~19) （中期～後
なんしゅく ひがしちふ

期の集落遺跡）、南宿遺跡20)（中期～後期の集落遺跡）、金立町では東千布遺跡21)（前期～中期の

甕棺墓群）などがある。特に、琵琶原遺跡では50数軒の竪穴住居を検出し、また、村徳永遺跡

F~L区においては掘立柱建物、竪穴住居を多数検出しており、ともに各地域の拠点集落である
なべしまほんそん

可能性が高い。また、地図の範囲をこえるが、佐賀市西部の嘉瀬川中流域に存在する鍋島本村
みなみ

南遺跡22)は、細形銅剣・細形銅支鋳型・石製把頭飾とともに擬朝鮮系無文土器が出土しており、

国内における青銅器生産を考える上で重要な資料を提供している。
ひがしたかだ

古墳時代では、久保泉町琵琶原遺跡13)• 西原遺跡1) ．泉三本栗遺跡14) ．村徳永遺跡18) ・東高田

遺跡23)•金立町久富遺跡21)などで集藩遺跡の調査が行なわれているが、いずれも断片的な調査に

とどまっており、集落の全体像を把握するには今後の調査に待たなければならない。集落遺跡
ちょうしづか にしくま

の調査に比較すると、墳墓の調査は充実している。金立町銚子塚古墳24)• 西隈古墳25)• 金立開拓
くろっちばる せきぎょうまる くまもとやま

遺跡文久保泉町黒土原遺跡26) ・丸山遺跡5)• 関行丸古墳27)• 西原古墳・熊本山古墳28)など数多
おぶくまやま

くの調査がある。また、他には、朝鮮式山城とされる帯隈山神籠石28)や須恵器窯である神籠池

窯跡などがある。
だいにち かみいずみ ふるむら

奈良時代・平安時代では、久保泉町大日遺跡29)、上和泉遺跡30)・泉三本栗遺跡14)・古村遺跡20),
はらまち とくなが

原ノ町遺跡23) ・東高田遺跡23) ．村徳永遺跡31)• 徳永遺跡・南宿追跡23)などの調査例がある。大日

遺跡では、奈良時代の竪穴住居を伴わない掘立柱建物群が、原ノ町遺跡では整然と配列された

奈良時代の掘立柱建物群が検出されている。上和泉遺跡や泉三本栗遺跡では平安時代の良好な

一括資料が検出されている。また古村遺跡においては緑釉陶器が出土している。
ほん

中世においては、近年調査例の増加が著しい。調査遺跡は、立野遺跡1 5) ・村徳永遺跡17)31)• 本

柘且跡20)32)33)•徳永遺跡などがある。特に本村遺跡では一辺40-70mの方形区画溝を伴う居館跡
が、徳永追跡2区（現在調査中）では、一辺100-130mを測る方形区画溝を伴う居館跡が検出さ

れている。文献史学からのアプローチも含め、今後の調査に大いに期待がもたれる。
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III.調査の概要

1.調査区設定等の概要

調査は、機械力による表土除去作業から行なった。遺構検出面まで掘削後、 5m方眼を単位と

したグリッドの設定を行なった。グリッドは、国土座標系第II系を甚準とし、 X=+34K050、Y

= -64K53Qの交点を始点として、そこから南にAA、AB、AC…、東に1、2、3…、と名称を与

え、各グリッドについてはAA-1、AB-2のように表示することとした。発掘調査における遺

構配謹図の作成、遺構図の作成、調査報告書における遺構の説明等、すべて設定したグリッド

に甚づいて行なった。

調査地は2地点に別れており、その内1地点は現有水路により2分割されていたため、調査地

区を3地区に分割設定し、北側からA地区、 B地区、 C地区とした。調査区名称は、久富遺跡1区

A地区 (HDM-1-A)のように表記する。遺構番号は調査区間における重複を避けるため、

A地区に100番台、 B地区に200番台、 C地区に300番台の番号を与えた。

なお、 「例言」の項にも述べたが、昭和58年度に調査を行なった久富遺跡はアルファベットに

よる調査区名称が設定されているが、今後の調査の増加を考慮して、前回の調査も含め調査区

名称を、今後は算用数字による表記で行なうものとする。したがって、久富遺跡A、B区 (HDM

-A、B)は今後、久富遺跡0区A、B地区 (HDM-0-A、B) とする。

2.遺跡の概要

調査の結果、久富遺跡1区は弥生時代中期と古墳時代前期を主体とすることが明らかになっ

た。遺構検出面は明黄褐色粘質土（ないしは砂質土） ～暗茶褐色粘質土（ないしは砂質土）層

で、 40-60crn下部から青灰色粘土層へと次第に変化している。遺物包含層は存在せず、遺構検

出面上には耕作土が30-50crn程度堆積していた。遺構埋土はやや粘性を帯びた黒褐色土を基本

としている。弥生時代と古墳時代の遺構埋土自体には大きな相違はみられなかった。

A地区において検出した主要な遺構は、弥生時代では竪穴住居1軒、土猥1基、古墳時代では

掘立柱建物1棟、大溝2条、井戸1基である。 B地区においては遺構・遺物は検出されなかった。

しかもA地区の東端部からB地区にかけて急激に地形が落ち込んでおり、明確な地山も検出で

きなかった。 C地区においては、弥生時代の土横3基、溝1条が主要な遺構として検出された。

古墳時代の遺構・遺物はまったく検出されていない。

今回の調査において、最も注目されるのが、A地区で検出された遺構・遺物である。詳細は「IV.

調査の記録」に譲り、ここでは簡単に触れておく。 SDlOl及びSD103大溝は輻約4.2m、深さ
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0.7-0.9mを測り、弧を描きながら巡っており、中途には陸橋部を思わせる12m程度の空間を

もっている。大溝の内側には1間X2間の掘立柱建物が存在する。掘立柱建物と大溝との関連性

は現在のところ確定しがたいが、溝と掘立柱建物の主軸がほぽ同一であること、また、掘立柱

建物の柱穴の掘方形から判断して弥生時代の所産とは考えにくいことなどから考えれば、両者

が同一時期の遺構である可能性は高いといえよう。また、大溝の性格についても現在のところ

明らかにできないが、その形状は環濠を想起させるものがあり非常に興味深い。大溝からは多

くの古式土師器が出土しているが、その中でも特に山陰系土器甕や布留式土器甕の外器面に黒

漆状樹脂を塗布したものが存在することやいわゆる山陰系土器も多く含まれているなど、非常

に良好な資料を提供している。この大溝については、昭和58年度に実施された久富遺跡0区B地

区の調査において検出されたSD006溝と形状・堆積状況・出土遺物などの類似点が多く、その

関連性がおおいに考えられる。

今回の調査で、この地区において比較的希薄であった古墳時代の遺跡のひろがりが断片的に

でも確認できた成果は大きいといえよう。今後の調査に期待したい。

： 
---- - -----T-- - • 

i i
 

l - ---

ー一， —•
----T― 

! ， ， I 

I 
l ， 

-----------

Fig.2 久富遺跡調査区位置図 (1/2, 000) 
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1. A地区の遺構と遺物

IV.調査の記録

1. A地区の遺構と遺物

A地区においては、弥生時代と古墳時代の遺構・遺物を検出した。検出した主な遺構は、弥

生時代の竪穴住居l軒、土壊2基、井戸l基、古墳時代の掘立柱建物1棟、井戸l甚、大溝2条で

ある。以下、時代別に報告を行なう。

(1)弥生時代の遺構と遺物

(a)竪穴住居と出土遺物

SH102竪穴住居 (Fig.4)

AC-26 ・ 27、AD-26• 27グリッドで検出した。他遺構との切り合いは、遺構南西部に

おいてSK107土猥に切られている。検出面の標高は7.0m前後である。平面形はかなり歪んだ隅

A
 

勺2

□ 

／
 

A
 

m 

叫

A二王二宣三三こニミニご全口三三□『A
゜

2m 

Fig.4 SH102竪穴住居実測図 (1/60) 
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IV.調査の記録

丸長方形状をなしている。長軸長5.3m、短軸長4.0mを測る。残存壁高は最深部で30cm程度で

ある。遺構埋土は4層に大別できた。第1層：暗褐色土、第2層 ：黒褐色士（黄褐色粘質土プロ

ック混入）、第3層：暗黄褐色粘質土、第4層：暗褐色砂質土である。地山土は黄褐色砂質土であ

る。第1・ 2層は自然流入土である。第3層は全面に広がる土層ではなく、 くぼみが平坦になる

ように堆積している。土層断面を見る限りでは、粘土による張り床や比較的丁寧な整地などの

行なわれた痕跡は認められない。強いて言えば、第3層によってごく簡単な整地を行なっている

と考えられないこともないが、床面の大部分は地山の削り出しによって造られている。外周に

は幅20-50cm程度のテラス状の乎坦面を巡らしている。壁溝は存在しない。中央には炉跡と思

われる円形のくぼみが検出されたが、焼土、灰、炭化層などは存在せず、焼成による硬化面も

認められず、炉跡としての確定はできなかった。また、柱穴は検出されなかった。北壁及び西

壁において楕円形状の小土猥を検出している。埋土の堆積状況から考えて本遺構に伴うものと

考えるが、遺物は検出されなかった。出土遺物は、弥生中期の甕が遺構中央付近の床面直上か

ら出士している。

SH102出土遺物 (Fig.5)

甕 (1~3) 1は床面直上出土。復元外口径24.9cm、復元内口径20.0cm、残存器高6.3cm。

口縁部に横ナデ調整。胴部外面は不明瞭だがハケ目調整、胴部内面はナデ調整。暗褐色。 2は復

元外口径24.0cm、復元内口径19.6cm、残存器高10.8cm。日縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ

目調整、 胴部内面にナデ調整。黄褐色。 3は床面直上出土。底径7.2cm、残存器高17.8cm。胴部

外面にハケ目調整、胴部内面及び外底にナデ調整。上げ底の底部である。暗褐色。

,, 1 

，11112
 

’’ ヽ， 

3
 

゜
1 Dem 

Fig.5 SH102出土遺物実測図 (1/4) 
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1. A地区の遺構と遺物

(b)土塙と出土遺物

SK105土塙 (Fig.6)

AC-27グリッドで検出した。他

遺構との切り合い・重複関係はない。

検出面の標高は7.0m前後である。平

面形は長径1.4m、短径l.Omの楕円

形を呈する。断面形は逆台形状をな

し、最深部で0.4mを測る。遺構底面

はほぼ平坦である。遺構埋土は黒褐

色土の単層である。遺構の東西でさ

らに一段掘り込まれており、他遺構

との切り合いも考えたが、埋土の状

況から考えて、同一遺構と判断した。

出土遺物は弥生中期の甕・壺片が埋

土中より出土している。

SK105出土遺物 (Fig.8)

甕 (1~3) 1は外口径15.

7cm、内口径12.4cm、底径6.4

cm、器高19.5cm。口縁部に横

ナデ調整、胴部外面にハケ目

調整、胴部内面及び外底にナ

デ調整。胴部外面及び胴部内

面下半部に黒斑を有する。褐

色。 2は外日径23.6cm、内口径

18.9cm、残存器高13.0cm。日

縁部に横ナデ調整、胴部外面

にハケ目調整、胴部内面にナ

デ調整。口縁下に指頭圧痕を

残す。胴部外面には黒斑を有

する。褐色。 3は底径6.5cm、

残存器高19.0cm。胴部外面に

ハケ目調整、胴部内面及ぴ外

底にナデ調整。上げ底の底部

ド
l

て

二

乙
標碁］ー2--"'

゜
1 m 

； 
Fig.6 SK105土壊実測図 (1/ 40) 

勺
E 
ぐゞ

F 

憾＇

胚

しい / / ¥＼二］

こ
標高7.2 m 

三

E

Z

.

L

憾
邸

゜
1 m 

Fig. 7 SK107土堀実測図 (1/ 40) 
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IV.調査の記録

9
(
 

4(SK105) 

¥ 1109)  

゜
1 Dem 

Fig.8 SK105 • SK107 ・ SE109出土遺物実測図 (1/4) 

である。暗褐色。

壺（4) 復元底径7.6cm、残存器高24.6cm。胴部外面は器面の磨耗により調整不明瞭。胴部

内面及び外底はナデ調整。胴部外面上半部に黒斑を有する。淡褐色。

SK107土塙 (Fig.7)

AD-25 ・ 26グリッドで検出した。他遺構との切り合いは、本遺構がSH102を切っている。

検出面の標高は7.0m前後である。平面形は直径1.2~1.4mの不整円形を呈する。断面形は逆台

形状をなし、深さ約0.5mを測る。遺構底面は南側がやや高くなっている。遺構西部に深さ15cm

-12-



1. A地区の遺構と遺物

程度のテラス状の平坦面を有する。遺構埋土は黒褐色土の単層であった。遺構北西部で小穴と

の切り合い関係がありそうだが、先後関係は確認できなかった。埋土中より弥生時代中期の甕

が検出されている。

SK107出土遺物 (Fig.8)

甕 (5) やや上げ底の底部片である。底径6.0cm、残存器高11.0cm。基本的にはナデ調整だが、

底部外面付近にやや粗いヘラミガキ調整が行なわれている。褐色。

(c)井戸と出土遺物

SE109井戸 (Fig.9)

AB-25 ・ 26グリッドで検出した。他

遺構との切り合い・重複関係はない。検

出面の標高は7.lm前後である。平面形は

直径1.9-2.lmの不整円形を呈し、深さ

0.85mを測る。遺構底面はほぼ平坦で、 し
壁面は部分的に中央に張り出している。

遺構埋土は黒褐色土を甚本としていた

が、セクシ ョン面の崩落により細かい土

層の観察はできなかった。湧水点に達し

ていたため、井戸と判断した。遺物は少

量だが、埋土中から弥生時代中期の甕が

出土している。

SE109出土遺物 (Fig.8)

甕（6) 復元底径12.2cm、残存器高3.

4cm。内外器面ともにナデ調整を行なう。

明褐色。

i
 

A
 

標高7.2 m 

10 12 m 

Fig.9 SE109井戸実測図 (1/40) 
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IV.調査の記録

(2)古墳時代の遺構と遺物

(a)掘立柱建物と出土遺物

S8110掘立柱建物 (Fig.11)

AD-23、AE-23・24グリッドで検出した。他遺構との切り合い・重複関係はない。検出面

の標高は7.0m前後である。 1間X2間の建物規模で、主軸をN-35°-Eにとる。柱間寸法は図中の

とおりである。柱穴は、平面形が直径50-80cm程度の円形ないしは楕円形を呈する。すべて2段

掘りの柱穴であり、深さ40-60cmを測る。柱痕跡は上面及ぴ断面においては明確には検出でき

なかった。柱穴埋土は黒褐色を基調としたもので、やや粘性が強いものであった。地山土ブロ

ック等は混入していない。また、柱材そのものの残存も認められなかった。柱穴から遺物は出

土していない。建物の時期については、出土遺物が皆無であることから確証は得られないが、

建物主軸と古墳時代の溝であるSDlOlの走行軸が近似すること、柱穴の規格が近隣の弥生時代

の掘立柱建物、例えば村徳永遺跡などで検出した掘立柱建物はその殆どが平面隅丸長方形の柱

穴をもっており、このような事例とは異なっていることなどから考えて、古墳時代の掘立柱建

物と判断した。

E 

c̀』

..... 
g t l t¥＼ば／JJ 憾

縣

:一= - l 
Cヽ』

／ 
CトCココ

蒲
蛋

＼＼ふ )J 225 ..... 
N 

ヨ

゜
2m 

Fig.10 SBllO掘立柱建物実測図 (1/60) 
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(b)井戸と出土遺物

SE104井戸 (Fig.11)

AD-27グリッドで検出した。他遺構との切り合い・重複関係はない。検出面の標高は6.9m

前後である。平面形は直径lm程度の不整円形を呈している。断面形は長方形をなし、壁上面は

外方に屈曲し延びている。遺構底面は中央部がやや深くなっている。遺構埋土は黒褐色粘質土

の単層であった。遺構中央部からは、遺構底面より15cm程度浮いた状態で、完形の土師器甕が

出土している。他の出土遺物はない。

SE104出土遺物 (Fig.12)

甕（1) 完形の土師器甕である。口径14.2cm、器高25cm。日縁部に横ナデ調整。胴部外面は

ナデ調整、内面は不明瞭だがヘラケズリ調整を行なう。口縁端部は丸く仕上げられ、胴部外面

にはほぼ全面に煤の付着が著しい。明褐色。

(c)溝と出土遺物

5D101 大溝 •5D103大溝 (Fig.13)

SDlOlはAC-23・ 24、AD-23-25、AE-24• 25グリッドにおいて検出した。他追構と

の切り合い・重複関係はない。溝は調査区外に延びており、完全には検出できなかった。

ぃr[ U ¥＼ニ
／ 

I~ 

＼ 

r 
II/ 

標高70 m 

＼ 三

o~ ・1 m 

Fig.11 SE104井戸実測図 (1/60) 

゜
1 Dem 

Fig.12 SE 104出土遺物実測図 (1/3) 
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IV.調査の記録

＼
 

--
/ ／ ---------------

゜

SD101A 二 m

1 黒褐色粘質土

2．暗茶褐色粘質土（蜀錠粘質土プロッ欠訳；）

3 明黒褐色粘質土

4．黒褐色粘質土

5 明黒褐色粘質土

6 暗灰色粘質土

7．暗灰色粘質土（四綻粘距ヒプロッ欠紅）

8．灰色粘質土

三 m: ［言：赤褐色土含も）

7 黒褐色粘質土(5より明るい）

8暗 灰色粘質土(2より暗〈、粘性強い）

9灰色粘質土

10．暗灰色粘質土

11．明灰色砂

5D103 標高7.1 m 

＿＿二三三三三
1黒褐色粘質出砂含む）

2 暗灰色粘質土

3 暗灰色粘質土(2よリ茶色強い）

4．黒褐色粘質土（砂含む）

5．灰色粘質土（青灰色粘土プロック含む）

゜
2m 

Fig.13 SDlOl • 103溝実測図 （配置図： 1/400、土層断面図： 1/60)

検出面の標高は7.0m前後である。検出長約20m、幅約3~5 mを測る。断面形は逆台形状をな

し、深さ0.7-0.9mを測る。遺構底面はほぽ平坦である。検出部分ではほぼ北西ー南東に延び

ており、北西部で一旦途切れている。南東端部では屈曲部が微かながら確認されており、屈曲

して南下する可能性がある。遺構埋土は8層に分層可能であった。地山は上半部が明黄褐色粘質

土、下半部が青灰色砂質土である。埋土は自然堆積の状況を呈しており、人為的な堆積状況は
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1. A地区の遺構と遺物

窺えない。また、激しい流水の痕跡もなく、滞水していたものと考えられる。遺物はAセクショ

ン付近を中心に北西半部に集中して出土した。土器片が幾重にも重なった状態で出土してお

り、一括性が非常に高い。遺物はAセクションの第1層～第3層、 Bセクションの第1層～第4層

から出土しており、出土状況を考え合わせて、Aセクション第4層及ぴBセクション第5層の埋没

後に一括投棄されたものと判断した。

SD103はAC-17-20、AD-16-18グリッドで検出した。他遺構との切り合い・重複関係

はない。溝は調査区外に延ぴており、完全には検出できなかった。検出面の標高は7.0m前後で

ある。検出長約7m、幅約8.5mを測る。断面形は凸レンズ状を呈し、深さ約0.4mを測る。遺構

底面はほぼ平坦をなす。遺構埋土は5層に分層可能であった。地山の堆積状況はSDlOlと同じ

である。埋土の堆積は自然堆積と考えられ、やはり滞水していたものと考えられる。出土遺物

はほとんどが土師器細片で図化できるものは皆無であった。

SD101出土遺物 (Fig.14-33)

SDlOl大溝からは大量の土師器が一括出土している。出土量もさることながら、器種も豊富

で、坪．鉢・高坪・器台・壺・甕に大別できる。以下、器種別に個々の土器について説明を行

なう。なお、いわゆる 「山陰系土器」群については最後にまとめて報告する。

坪 (Fig.14、1~15) 1~11は丸底の杯。 1は復元口径9.0cm、残存器高2.2cm。口縁部に横ナ

-- | ー・ニ

□ 2 

□ 3 

□ 4 

口
口

口

ロ
ロ
こ
□ 
てー

゜
10cm「

Fig.14 SD101出土遺物実測図(1) (1/3) 
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IV.調査の記録

デ調整、体部内外面にナデ調整。淡褐色。 2は復元口径8.4cm、残存器高2.7cm。日縁部に横ナデ

調整、体部内外面・内外底にナデ調整。淡褐色。 3は復元口径8.2cm、残存器高3.0cm。全面にナ

デ調整。体部内面中位に指頭圧痕。内外面に黒斑あり。褐色。 4は口径8.4cm、器高3.1cm。口縁

部に横ナデ調整、体部内外面・内外底にナデ調整。全面に黒斑あり。淡褐色。 5は復元口径10cm、

器高2.8cm。内外面にやや磨耗するがヘラミガキ調整。暗褐色。 6は口径10.6cm、器高3.0cm。日

縁部に横ナデ調整、体部内外面・内外底にナデ調整。全面に黒斑あり。淡褐色。 7は口径11cm、

器高3.7cm。全面にナデ調整。体部外面下半部から外底に黒斑あり。 8は椀に近い器形。口径10.

4cm、器高4.4cm。口緑部に横ナデ調整、体部内外面・内外底にナデ調整。淡褐色。 9はほぼ完

形。口径11cm、器高3.1cm。口緑部に横ナデ調整、他にはヘラミガキ調整。日緑外面に黒斑あり。

暗褐色。 10はほぼ完形。口径11.5cm、器高4.0cm。口縁部に横ナデ調整、外器面にヘラミガキ調

整。内器面にハケ且調整後にヘラミガキ調整を行い暗文状に仕上げる。明褐色。 11は口径12.7

cm、器高4.0cm。口緑部に横ナデ調整、外器面にヘラミガキ調整、内器面にハケ目調整。明褐色。

12~15は平底気味の杯。 12は口径10.4cm、器衛2.6cm。日緑部に横ナデ調整、他はナデ調整。褐

色。 13は復元口径11.2cm、器高3.2cm。日縁部に横ナデ調整、外器面にヘラミガキ調整、内器面

は磨耗するが微かにヘラミガキ調整。淡褐色。 14は復元口径12cm、器高3.4cm。口縁部に横ナデ

調整、他はナデ調整。内外面に黒斑あり。褐色。 15は復元口径12.2cm、器高2.8cm。日緑部に横

ナデ調整、他はナデ調整。暗褐色。

高杯 (Fig.15• 16、1-22) 1は復元口径20.4cm、残存器高5.9cm。日縁端部に横ナデ調整、

体部内外面にヘラミガキ調整、屈曲部付近内外面にハケ目調整。明褐色。 2は口径18.4cm、残存

器高9.6cm。日緑端部に横ナデ調整、他部位にはヘラミガキ調整。やや磨耗。外器面及び内器面

上半に黒斑あり。褐色。 3は日径20cm、残存器高6.7cm。外器面下部にハケ目調整後ヘラミガキ

調整、他部位はヘラミガキ調整。殆ど屈曲をもたない。褐色。 4は口径25.2cm、残存器高6.3cm。

口縁端部に横ナデ調整、他部位はヘラミガキ調整。屈曲がかなり甘い。褐色。 5は口径21cm、残

存器高6.5cm。口縁端部に横ナデ調整、外器面にはヘラミガキ調整、内器面にナデ調整。明褐色。

6は口径20.4cm、残存器高12cm。口緑端部に横ナデ調整、他部位はすべてハケ目調整。明褐色。

7は口径20.3cm、底径11.7cm、器高13.7cm。坪部は内外面にヘラミガキ調整、日縁端部に横ナデ

調整。脚部は外面にヘラミガキ調整、口縁端部に横ナデ調整、裾部内面にハケ目調整、脚部内

面にナデ調整。裾部には3方に径1cm程度の穿孔あり。褐色。 8は底径12.4cm、残存器高4.0cm。

外器面にヘラミガキ調整、内器面にナデ調整、裾端部に横ナデ調整。 4方穿孔と思われる。褐色。

9は復元口径13.0cm、残存器高7.9cm。外器面にヘラミガキ調整、裾部内面にハケ目調整、脚部

内面にナデ調整。 3方向に径1cm程度の穿孔を行なう。 10は復元底径12cm、残存器高7.2cm。外器

面は磨耗のため調整不明。ヘラミガキ調整か？。内器面はナデ調整。口緑端部は横ナデ調整。

槻端部内面に黒斑あり。褐色。 11は底径10.8cm、残存器高7.8cm。外器面にヘラミガキ調整、裾
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IV.調査の記録

端部に横ナデ調整。内器面は裾部にハケ目調整、 他はナデ調整。4方に径1cm程度の穿孔を行な

う。褐色。 12は底径14.4cm、残存器高8.1cm。外器面にヘラミガキ調整。内器面上半部はナデ調

整、下半部はハケ目調整、裾端部は横ナデ調整。 4方に径1cm程度の穿孔を行なう。褐色。 14は

ロ径10.3cm、復元底径8.6cm、器高7.7cm。外器面には全面にヘラミガキ調整。坪部内面はヘラ

ミガキ調整、脚部内面はナデ調整。裾端部に横ナデ調整。坪部内面以外には黒斑あり。褐色。

15は復元口径12cm、残存器高4.3cm。磨耗のため調整不明瞭だが、内面の一部にヘラミガキ調整

が認められる。内器面に黒斑あり。淡赤褐色。 16は復元口径12.4cm、残存器高5.6cm。日縁端部

に横ナデ調整。外器面全面に横方向のヘラミガキ調整、内器面全面に縦方向のヘラミガキ調整。

ヘラミガキ調整はかなり丁寧である。明褐色。 17は日径13.8cm、残存器高7.1cm。内外器面とも

にヘラミガキ調整。外面は縦 ・横ヘラミガキ調整が交互に行なわれる。暗褐色。 18は復元口径

11.6cm、残存器高7.0cm。日縁端部に横ナデ調整。外器面は横方向のヘラミガキ調整。杯部内面

は縦方向のヘラミガキ調整。褐色。 19は日径12.4cm、底径18.8cm、器高9.8cm。外器面は杯部に

横方向のヘラミガキ調整、脚部に縦方向のヘラミガキ調整、裾部には斜方向のヘラミガキ調整。

杯部内面は横方向のヘラミガキ調整、脚部はナデ調整。裾端部に横ナデ調整。 4方に径1cm程度

の穿孔を行なう。褐色。 20は底径19.2cm、残存器高7.0cm。外器面はハケ目調整後にヘラミガキ

調整で、脚部に縦方向、裾部に横方向のヘラミガキ調整。内器面はハケ目調整。裾端部に横ナ

デ調整。 4方に径1cm程度の穿孔を行なう。褐色。 21は復元底径20cm、残存器高3.7cm。外器面は

横方向のヘラミガキ調整。内器面は上半に横方向ヘラミガキ調整、下半にナデ調整。内器面に

黒斑あり。裾端部に横ナデ調整。外面暗褐色、内面褐色。 ・22は底径11cm、残存器高6.3cm。外器

面にナデ調整、内器面にハケ目調整、裾端部に横ナデ調整。明褐色。

小型器台 (Fig.15、23-30) 23は底径11.6cm、残存器高5.9cm。外器面に横方向のヘラミガ

キ調整、内器面にハケ目調整、裾端部に横ナデ調整。 4方に穿孔を行なう。高杯脚部の可能性も

ある。褐色。 24は底径12.5cm、残存器高6.0cm。外器面全面及び内器面下半に横方向のヘラミガ

キ調整。内器面上半はナデ調整。坪部内面はヘラミガキ調整、裾端部は横ナデ調整。内器面裾

部内面に黒斑あり。 3方に穿孔が行なわれる。褐色。 25は底径9.2cm、残存器高6.3cm。内外面に

ナデ調整、裾端部に横ナデ調整。 3方に穿孔が行なわれる。淡褐色。 26は底径11cm、残存器高6.

2cm。内外面にナデ調整、裾端部に横ナデ調整。 4方に穿孔を行なう。明褐色。 27は底径12cm、

残存器高5.4cm。外器面に横方向のヘラミガキ調整、内器面にヘラケズリ調整。裾端部に横ナデ

調整。 4方に穿孔があったと思われる。褐色。 28は底径8.8cm、残存器高1.9cm、外面に横方向の

ヘラミガキ調整、内面にナデ調整、裾端部に横ナデ調整。明褐色。 29は底径9.4cm、残存器高4.

0cm。外面に横方向のヘラミガキ調整、内面にハケ目調整、裾端部に横ナデ調整、他にはナデ調

整。褐色。 30は底径11.3cm、残存器衛7.7cm。受部は外面に横方向のヘラミガキ調整、内面はヘ

ラミガキ調整。脚部は縦方向のヘラミガキ調整、内面は横方向のヘラミガキ調整。脚端部には
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Fig.17 SDlOl出土遺物実測図(4) (1/3) 

横ナデ調整。 4方向に穿孔を行なう。褐色。

鉢 (Fig.17• 18、1-17) 1は小型丸底鉢。復元口径10.2cm、器高6.8cm。内外面にヘラミガ

キ調整。胴部外面のみハケ目調整後ヘラミガキ調整。胴部外面に黒斑あり。淡赤褐色。 2は小型

丸底鉢。復元口径10.6cm、器高6.0cm。外面は口縁部から胴部上半にかけてハケ目調整をナデ消
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し、胴部下半はヘラケズリ調整。内面は口縁部にハケ目調整、胴部はナデ調整。外底に黒斑あ

り。褐色。 3は小型丸底鉢。復元日径12cm、残存器高3.8cm。口緑部は外面に横ナデ調整、内面

にハケ目調整。胴部は内面にナデ調整、外面は磨耗のため調整不明瞭。ハケ目調整か。淡赤褐

色。 4は小型丸底鉢。口径12.8cm、残存器高3.1cm。口緑部は外面にナデ調整、内面にハケ目調

整、端部に横ナデ調整。胴部は外面に横方向のヘラミガキ調整、内面にナデ調整。淡褐色。 5は

小型丸底鉢。復元口径12.2cm、残存器高6.0cm。外面は日緑部に横ナデ調整、胴部にハケ目調整。

内面は口緑部にハケ目調整、胴部にナデ調整。淡赤褐色。 6は小型丸底鉢。復元口径13cm、器高

7.3cm。外面は日縁部から胴部上半に横方向のヘラミガキ調整。内面は口縁部及び底部にハケ目

調整、他はナデ調整。口緑端部は横ナデ調整。外面全体に黒斑あり。褐色。 7は小型丸底鉢。復

元口径14cm、器高9.0cm。外面は口縁部に横ナデ調整、胴部上半にナデ調整、胴部下半及び外底

にハケ目調整。内面は口縁部にハケ目調整、胴部内面及び底部にナデ調整。胴部外面下半部に

黒斑あり。褐色。 8は小型丸底鉢。復元口径13.2cm、残存器高4.8cm。外器面及び口縁部内面に

ヘラミガキ調整。内外面に黒斑あり。褐色。 9は小型丸底鉢。復元日径13.8cm、残存器高5.lcrn。

口縁部内外面に横ナデ調整、胴部内外面は磨耗のため調整不明。淡褐色。 10は中型の丸底鉢。

完形品である。口径22.2cm、器高11.7cm。口縁端部に横ナデ調整。他は全面にヘラミガキ調整。

外器面には黒斑あり。明褐色。 11は復元口径12.8cm、器高7.8cm。口縁部に横ナデ調整。外面は

胴部にハケ目調整、外底はナデ調整。内器面は頸部から胴部上半にかけてハケ目調整、胴部

下半にはナデ調整。胴部外面に黒斑あり。褐色。器形的には小型丸底壺を扁平にした、いわ

ば壺と鉢の中間形態のような様相を呈するが、口径と器高の比率から判断して鉢として報告
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した。 12は小型丸底鉢。口緑部の屈曲がかなり不明瞭である。復元日径11cm、残存器高6.9cm。

口縁部内外面に横ナデ調整。胴部外面はハケH調整、胴部内面はヘラケズリ調整。褐色。 13は

小型丸底鉢。ただし、口緑部の屈曲は殆ど認められない。復元口径10.8cm、器高6.8cm。口縁部

内外面に横ナデ調整、胴部内外面にヘラミガキ調整。内外底にナデ調整。明褐色。 14は完形。

復元口径10cm、器高6.9cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にヘラケズ

リ調整。外底にナデ調整。外底中央部には円形のくぼみが認められる。褐色。 15は日径11.6cm、

器高5.2cm。器形的には椀に近い。口縁部に横ナデ調整、胴部内外面にハケ目調整、外底にナデ

調整。外器面に黒斑あり。暗褐色。 16は残存器高4.0cm。外面にハケ目調整、内面にナデ調整。

底部に穿孔を行なう。外器面に煤が付着する。 17は口径32.6cm、底径7.7cm、器高22cmを測る大

型の平底鉢である。口縁端部に横ナデ調整、胴部外面はハケ目調整の後、胴部下半部及ぴ上半

部中位にヘラケズリ調整を行なう。内器面はハケ目調整、内底のみナデ調整。胴部外面下半に

黒斑あり。淡赤褐色。

壺 (Fig.19-21、1-12) 1-3は長頸壺。 1は口径13.2cm、残存器高15.9cm。口縁端部に

横ナデ調整。外器面は、口縁部から頸部にかけて横方向のヘラミガキ調整、胴部はハケ目調整

後にヘラミガキ調整。内器面は、口縁部から頸部にかけて縦方向のヘラミガキ調整、頸部はナ

デ調整、胴部はハケ目調整。丁寧な造りである。褐色。 2は口径13cm、残存器高8.7cm。口縁端

部に横ナデ調整。外器面は横方向のヘラミガキ調整。内器面は縦方向のヘラミガキ調整。褐色。

3は胴部のみ残存。残存器高10.7cm。外器面は胴部上位に横ナデ調整、 中位にハケ目調整、下位

にナデ調整。内器面は上位にナデ調整、中位以下にハケH調整。淡褐色。 4は長頸壺胴部か。底

部はやや平底気味である。残存器高9.8cm。胴部外面は全面をヘラケズリ調整。内面はナデ調整。

内外面に黒斑あり。褐色。 5は小型丸底壺。復元口径9.6cm、残存器高7.6cm。口縁部内外面に

横ナデ調整、胴部内面にナデ調整。胴部外面はハケ目調整、口縁と胴部の境はハケ目調整をナ

デ消している。胴部外面に黒斑あり。明褐色。 6は二重口縁壺口緑部。復元口径17cm、残存器

衛4.5cm。日縁端部付近に横ナデ調整、他にはナデ調整。内器面に黒斑あり。 7は短頸壺日縁部。

ロ径19.6cm、残存器高9.6cm。器面が磨耗し調整不明。明褐色。 8は短頸壺。口径13.7cm、残存

器高20.8cm。口縁端部に横ナデ調整。外器面は口縁部から頸部にかけて縦方向のヘラミガキ調

整、胴部はハケ目調整。内器面は全面にハケ目調整。胴部外面上位に黒斑あり。褐色。 9は短頸

壺。口径15.9cm、残存器高15.9cm。日緑部は、端部に横ナデ調整、内外面にナデ調整。胴部外

面はハケ目調整、上位はハケ目をナデ消し。胴部内面はヘラケズリ調整。褐色。 10は平底の底

部。底径7.8cm、残存器庫20.1cm。外器面はヘラケズリ調整で上半部はさらにナデ調整。胴部内

面はハケ目調整、内底付近のみナデ調整。外底はナデ調整。胴部外面中位に黒斑あり。外面褐

色、内面黒色。 11はやや突出した底部をもつ短頸壺。復元口径15.4cm、底径5.8cm、器高27.8cm。

口縁部は内外面に横ナデ調整。頸部外面にナデ調整。胴部外面は上半部にハケ目調整、下半部
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Fig.20 SDlOl出土遺物実測図(7) (1/3) 

にナデ調整。胴部内面はナデ調整で、上半部に指頭圧痕あり。明褐色。 12は短頸壺。日径15cm、

器高26.6cm。口縁部に横ナデ調整。胴部外面は、上半部にハケ目調整、下半部にヘラケズリ調

整。胴部内面はハケ目調整。胴部外面下半部に黒斑あり。褐色。
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甕 (Fig.22-31、1-84}_

SDlOl出土遺物のなかでは、甕の出土比率が最も高い。紙数の制限上、ここではすべてにつ

いては報告できないため、比較的残存状況の良好なものを抽出して報告する。なお、基本的な

器面調整は 「口縁部内外面に横ナデ調整、肩部内外面にナデあるいは横ナデ調整、 胴部外面に

ハケ目調整、 胴部内面にヘラケズ リ調整」であり、器面調整についてはこれとは異なった調整

についてのみ触れることとする。

1は復元口径14.6cm、残存器高6.4cm。口縁部は内湾し、口唇部は丸く仕上げられる。ハケ目

調整は肩部に及ぶ。褐色。 2は日径13.4cm、残存器高7.2cm。胴部外面にナデ調整、肩部内面に

指頭圧痕あり。淡赤褐色。 3は口径13.2cm、残存器高10cm。口唇部はかなり丸く仕上げられる。

口緑部内面及び胴部中位に黒斑あり。淡褐色。 4は口径14.5cm、残存器嵩8.7cm。口縁部内面は

ナデ調整。ハケ目調整及びヘラケズ リ調整は肩部上位に及ぶ。口唇部は丸く仕上げる。明褐色。

5は口径15cm、残存器高9.4cm。口縁部内面はハケ目調整。口緑部は複合口縁状に微かに屈曲 し、

ロ唇部は丸く仕上げる。褐色。 6は口径15.5cm、残存器高7.3cm。胴部外面はハケ目調整だが磨

耗のため不明瞭。ヘラケズリ調整は肩部内面上位に及ぶ。口唇部は丸く仕上げる。口緑部外面

に黒斑あり。淡褐色。 7は口径16cm、残存器高15cm。口縁上半部はやや内湾 し、口唇部は丸く仕

上げる。褐色。 8は口径16.6cm、残存器高11.7cm。IJ緑部は内湾し、口唇部は丸く仕上げる。ロ

緑部内面にナデ調整、ハケ目調整及びヘラケズリ調整は肩部上位に及ぶ。肩部内面に指頭圧痕

あり。淡褐色。 9は復元口径17cm、残存器高12.7cm。口緑内外面は上半部に強い横ナデ調整、下

半部にナデ調整。口唇部は丸く仕上げる。ハケ目調整及びヘラケズリ調整は肩部上位に及ぶ。

肩部外面には楕円形状の剌突文が施文される。褐色。 10は復元口径17.6cm、残存器高16.5cm。

ロ唇部は丸く仕上げられる。褐色。 （以上 Fig.22) 

11は復元口径15cm、残存器高4.2cm。口縁部は端部が折り曲げられ丸く仕上げられている。暗

褐色。 12は復元日径12.6cm、残存器高7.7cm。口唇部は面取りされている。淡褐色。 13は復元口

径13.6cm、残存器高6.7cm。口唇部は面取りされる。褐色。 14は復元口径14.4cm、残存器高8.4

cm。口緑部上半部に強い横ナデ調整が行なわれ、やや内湾気味。口唇部は面取りされる。 胴部

内面に黒斑あり。 15は口径15cm、残存器高7.0cm。口縁上半部は内湾気味に僅かに屈曲する。日

唇部は面取りされる。 16は口径15.3cm、残存器高6.1cm。口縁上半部は僅かに屈曲する。口唇部

は面取りされる。胴部外面はナデ調整。日緑下半部から肩部内面に黒斑あり。褐色。 17は復元

ロ径15.9cm、残存器高6.5cm。口唇部はやや面取りされる。褐色。 18は復元口径16.4cm、残存器

高11.1cm。口縁部はやや内湾し、口唇部は面取りされる。褐色。 19は復元口径16cm、残存器高

11.2cm。口縁部はやや内湾気味で、口唇部は面取りされ上方に端面をもつ。胴部内面は不明瞭

だがヘラケズ リ調整。褐色。 20は復元口径17cm、残存器高9.8cm。口緑上半部外面に強い横ナデ

調整が行なわれ、口緑部はやや内湾する。口唇部は面取りされ、上方に端面をもつ。淡褐色。
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IV.調査の記録
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1. A地区の遺構と遺物

21は復元日径15.8cm、残存器断13.6cm。口縁上半部外面に強い横ナデ調整が行なわれ、口縁部

はやや内湾する。日唇部は面取りされる。褐色。 22は復元口径18.2cm、残存器高8.5cm。口縁部

に強い横ナデ調整を行い、屈曲しながら内湾する。口唇部は面取りされる。褐色。

（以上 Fig.23) 

23は復元口径13.2cm、残存器高7.4cm。口緑部は僅かに内湾し、口唇部は面取りされる。褐色。

24は口径13.3cm、残存器高11.2cm。口縁部はやや内湾気味で、口唇部は面取りされる。口縁端

部は微かにつまみ上げられる。褐色。 25は復元口径16.6cm、残存器高6.4cm。口縁部は僅かに内

湾し、日唇部は比較的明瞭な端面を有し、端部はつまみ上げられる。褐色。 26は復元口径12.8

cm、残存器高8.5cm。口縁部は上半からやや内湾する。日唇部はやや不明瞭だが面取りされる。

明褐色。 27は復元口径16.2cm、残存器高6.0cm。日縁部は外方に広がりながら内湾する。口唇部

は僅かにつまみ上げられ、やや不明瞭な端面を有する。口縁部外面に煤が付着する。褐色。 28

は復元口径17.2cm、残存器高11.2cm。口縁部は僅かに内湾し、口唇部は面取りされる。淡褐色。

29は復元口径17.2cm、残存器高10.7cm。口緑部は直線的に立ち上がる。日唇部はつまみ上げら

れ、比較的明瞭な端面を有する。口縁部内面はハケ目調整。胴部外面に煤が付着する。褐色。

30は復元口径18cm、残存器高5.6cm。口縁部は僅かに内湾しながら立ち上がる。日唇部はつまみ

上げられ、明瞭な端面を有する。口縁部内外面及ぴ肩部外面はナデ調整。褐色。 31は復元口径

18cm、残存器高11.5cm。口縁部は屈曲しながら僅かに内湾する。口唇部はごく僅かにつまみ上

げられる。肩部外面に直線文を施文する。暗褐色。 32は復元口径17.2cm、残存器高11.2cm。ロ

縁部はやや内湾し、口唇部は僅かにつまみ上げられ、明瞭な端面を有する。褐色。

（以上 Fig.24) 

33は口径15.7cm、残存器高9.8cm。口縁部は外方に直線的に立ち上がるが、一部で屈曲が著し

く、複合日緑状を呈する部分がある。口唇部は面取りされる。ごく僅かにつまみ上げられる。

淡褐色。 34は復元日径16.2cm、残存器高13.8cm。口縁部はやや内湾し、口唇部は面取りされる

が、ごく僅かに丸みを帯びる。淡褐色。 35は口径16.4cm、残存器高10.7cm。口緑部はやや内湾

し、口唇部は丸みを帯びる。明褐色。 36は口径15.1cm、残存器嵩17.5cm。口縁部外面に強い横

ナデ調整が行なわれる。日唇部は面取りされ、かなり明瞭な端部を有する。胴部下半にはナデ

調整を行なう。外器面全域に漆状樹脂が塗付される。褐色。 37は復元口径17.4cm、残存器高13

cm。口縁部は僅かに内湾し、口唇部は面取りされる。肩部上位内面には指頭圧痕あり。褐色。

38は復元口径17.2cm、残存器高11.2cm。口縁部は内湾し、口唇部は面取りされる。端部は僅か

に丸みを帯びる。胴部中位に黒斑あり。淡褐色。 39は復元口径18cm、残存器高9.9cm。口縁部は

やや内湾し、口唇部は面取りされる。明褐色。 40は復元口径17.5cm、残存器高14.5cm。口緑部

はやや内湾し、口唇部は面取りされる。口唇端部は比較的明瞭である。胴部外面に黒斑あり。

褐色。 （以上 Fig.25) 
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IV.調査の記録

41はほぼ完形。日径15.9cm、器高17.8cm。口縁部はやや内湾し、口唇部は面取りされる。比

較的明瞭な端部を有する。ハケ目調整及ぴヘラケズリ調整は底部に及ぶ。内底には指頭圧痕を

有する。褐色。 42は口径15.3cm、残存器高16.3cm。口縁部はやや内湾し、口唇部は外方に僅か

に肥厚する。褐色。 43は口径16.2cm、器高22.6cm。日縁部はやや内湾し、口唇部は面取りされ

る。外器面全体に煤が付着する。褐色。 44は復元日径18cm、残存器高22.5cm。口緑部は内湾し、

ロ唇部は面取りされる。比較的明瞭な端部を有する。外面暗褐色、内面黒褐色。 45は口径16.3

cm、残存器高18cm。口縁部外面上半に強い横ナデ調整が行なわれ、口縁部は内湾する。口唇部

は面取りが行なわれる。外器面には日緑部から肩部にかけて黒斑あり。褐色。 46は口径13.9cm、

残存器高14cm。口緑部は内湾し、口唇部は面取りされる。外器面には口縁部以外に煤が付着す

る。褐色。 （以上 Fig.26) 

47は日径12.6cm、残存器高6.8cm。口縁部は僅かに内湾し、口唇部は丸く仕上げる。淡褐色。

48は口径16cm、残存器庫6.9cm。口縁部は上半部がやや内湾気味である。口唇部は面取りされる。

ハケ目調整は器面の磨耗により不明瞭である。明褐色。 49は口径17.3cm、残存器高10.6cm。ロ

縁部は直線的に延びるが、口唇端部はつまみ上げられている。日緑部内面及び肩部内面にハケ

目調整が行なわれている。淡褐色。 50は復元口径17cm、残存器高17.6cm。日縁部はやや外湾気

味で、日唇部は面取りされる。口唇部に横ナデ調整、口緑部外面及び胴部内面下半にナデ調整、

口緑部内面から胴部内面上半にハケ目調整、胴部外面にやや磨耗するがハケ目調整。 胴部外面

には黒斑あり。暗褐色。 51は口径12.7cm、器高16.2cm。口縁部内外面にハケ目調整、口唇端部

に横ナデ調整。胴部外面はハケ目調整。外底付近はナデ調整。胴部内面から内底にはナデ調整。

底部には焼成後穿孔が行なわれる。外底に黒斑あり。器壁もやや厚く、他の甕とは様相を異に

する。褐色。 （以上 Fig.27) 

52は口径13.9cm、残存器高10.5cm。口縁部はやや内湾し、口唇部は丸く仕上げられる。肩部

には波状文が施文される。淡褐色。 53は口径14.6cm、残存器高11.3cm。口縁部は内湾し、口唇

部はやや丸く仕上げられる。肩部に波状文が施文される。胴部外面下半部に黒斑あり。淡褐色。

54は復元口径14.9cm、残存器高16.7cm。口唇部は丸く仕上げられる。肩部に波状文が施文され

る。褐色。 55は口径13.8cm、残存器高14.9cm。口縁部はあまり内湾せず、口唇部は丸く仕上げ

る。ヘラケズリ調整は肩部上端にまで及ぶ。肩部に波状文が施文される。褐色。 56は復元口径

16.2cm、残存器高12.9cm。口縁部はやや内湾し、口唇部はやや丸く 仕上げられる。肩部には波

状文が施文される。胴部外面には煤が付着する。褐色。 57は復元口径17.8cm、残存器高12.3cm。

口縁部は上半部が若干肥厚する。日唇部は丸く仕上げる。外器面のハケ目調整は若干磨耗する。

肩部に波状文を有し、胴部外面には煤が付着する。淡褐色。 58は復元口径19.6cm、残存器高9.

3cm。口唇部は丸く仕上げられやや上方に立ち上がり、口縁部は若干内湾気味である。肩部には

波状文を有し、日縁部内外面及び肩部外面に黒斑あり。褐色。 59は復元日径20cm、残存器高14.7
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IV.調査の記録
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Fig.27 SDlOl出土遺物実測図(14) (1/3) 

cm。口縁部は直線的に延びるが、日唇部で屈曲し上方に立ち上がる。口唇端部は丸く仕上げる。

肩部には波状文が施文される。褐色。

60は口径12.5cm、残存器高10.7cm。

（以上 Fig.28) 

口唇部は丸く仕上げられる。肩部には 1条の沈線波状文

が施文される。明褐色。 61は口径15.3cm、器高20.2cm。口縁部は内湾し、 口唇部は僅かに内方

につまみ上げられているようである。肩部には1条の沈線波状文が施文される。明褐色。 62はロ

径15.5cm、器高22.1cm。口縁部は内湾し、 ロ唇部は内方につまみ上げられる。 口唇端部は明瞭

である。肩部には3条の波状文が施文される。褐色。 63は復元口径18cm、残存器高11.4cm。日縁

部は内湾し、口唇部はやや丸く仕上げられる。胴部外面は磨耗するがハケ目調整。肩部には1条

の沈線波状文が施文される。明褐色。 64は復元口径16.6cm、残存器高9.0cm。口縁部は内湾し、

ロ唇部はやや丸く仕上げられる。肩部には波状文が施文される。明褐色。65は復元口径17.2cm、

残存器高11.1cm。口縁部はやや内湾し、 口唇部は面取りされ、 明瞭な端部を有する。肩部には

波状文が施文される。外器面全体に黒斑あり。淡褐色。 66は日径14.7cm、残存器高12.4cm。日
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IV.調査の記録

縁部は上半部が肥厚し、口唇端部は丸く仕上げられる。胴部上半部は比較的厚い器壁をもつ。

肩部にはやや乱れた1条の波状文が施文される。褐色。 67は口径15.9cm、残存器高9.1cm。日縁

部は内湾し、口唇部はやや丸く仕上げられる。肩部には波状文が施文される。明褐色。

（以上 Fig.29) 

68は復元口径13.8cm、残存器高6.5cm。口縁部は、口唇部が内方へ屈曲しながら立ち上がる。

端部は丸く仕上げる。外器面は調整不明瞭。肩部に1条の沈線文が施文される。明褐色。 69は復

元口径13.6cm、残存器高6.7cm。口緑部には比較的強い横ナデ調整。日唇端部は面取りされる。

胴部外面は磨耗のため調整不明瞭。肩部に1条の沈線文が施文される。褐色。 70は口径14.6cm、

残存器高11.6cm。口唇部は丸く仕上げられる。外器面のハケ目調整はやや磨耗する。肩部に1条

の沈線文が施文される。褐色。 71は復元口径14.4cm、残存器高16cm。口縁部はほぼ直線的に延

ぴ、日唇端部は丸く仕上げられる。肩部には1条の沈線文が施文される。明褐色。 72は復元口径

15.2cm、残存器高11.4cm。口唇部は面取りされ、端部は外方に若干肥厚する。肩部内面にはナ

デ調整。肩部には1条の沈線文が施文される。褐色。 73は復元口径15.2cm、残存器高6.7cm。ロ

縁部はやや内湾し、口唇端部は僅かに面取りされる。胴部外面は磨耗のため調整不明。肩部に

は1条の沈線文が施文される。淡赤褐色。 74は復元口径15.8cm、残存器高11.2cm。口唇部は面取

りされ、端面は外方へ向く。肩部に1条の沈線文が施文される。明褐色。 75は復元口径15.6cm、

残存器高11.2cm。口縁部は内湾し、口唇部は丸く仕上げられる。肩部に1条の沈線文が施文され

る。外器面には煤が付着し、黒斑あり。淡赤褐色。 76は復元口径17cm、残存器高9.0cm。日唇部

は外方にやや肥厚し、面取りされる。肩部は1条の沈線文が施文される。褐色。 77は復元口径18.

4cm、残存器高8.7cm。口縁部はやや内湾し、口唇部は面取りされる。比較的明瞭な端面をもつ。

肩部には1条の沈線文が施文される。口縁部内面に黒斑あり。外器面には漆状樹脂が塗付され

る。淡褐色。 （以上 Fig.30) 

78は復元口径17cm、残存器高12.9cm。口縁部はやや内湾し、口唇部は丸く仕上げられる。肩

部に1条の沈線文を施文する。褐色。 79は復元日径17.4cm、残存器高13.5cm。日緑部には強い横

ナデ調整。口唇部は面取りされる。肩部には1条の沈線文が施文される。褐色。 80は復元口径18.

6cm、残存器高13.9cm。口縁部はやや内湾し、口唇部はやや甘い面取りがされる。肩部に1条の

沈線文が施文される。外器面全面に煤が付着する。暗褐色。 81は口径20.2cm、残存器高9.7cm。

口縁部はやや内湾し、口唇部は面取りされる。肩部に1条の沈線文が施文される。胴部に黒斑あ

り。淡赤褐色。 82は復元口径16cm、残存器高10.6cm。口縁部は内湾し、口唇部は面取りされる。

肩部には2列の斜方向剌突文が施文される。褐色。 83は口径15.1cm、残存器高9.9cm。口礫部はや

や内湾し、日唇部は僅かに面取りされる。肩部には波状文を意識したような剌突列点文が施文

される。褐色。 84は残存器高17.3cm。肩部に1条の沈線文、その下に斜方向の短い沈線文が施文

される。胴部外面には煤が付着する。口縁部を欠くため明確ではないが、施文の状況から考えて
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IV.調査の記録

「山陰系土器」の可能性がある。（以上 Fig.31) 

山陰系土器 (Fig.32 • 33) 

台付坪 (1-5) 1は日径14.4cm、底径7.3cm、器高5.9cm。坪部は口唇部にナデ調整、体部

外面及び体部内面上半にハケ目調整、内底にナデ調整。裾部に横ナデ調整、他はナデ調整。褐

色。 2は復元口径13.2cm、底径7.0cm、器高6.6cm。坪部は口唇部に横ナデ調整、体部内外面に縦

方向のヘラミガキ調整。台部は横ナデ調整。褐色。 3は復元口径13.6cm、残存器高4.1cm。内外

面に横方向のヘラミガキ調整。褐色。 4は復元日径15.6cm、残存器高3.8cm。口唇部に横ナデ調

整、体部外面にハケ目調整、体部内面に縦方向のヘラミガキ調整。淡褐色。 5は底径4.5cm、残

存器高4.5cm。坪部内面にヘラミガキ調整。外器面は磨耗のため調整不明瞭だがヘラミガキ調整

か。裾部に横ナデ調整。裾部に黒斑あり。明褐色。

甕 (6-8• 11 ・ 12) 6は復元口径15.8cm、残存器高13.6cm。口緑部はやや内湾し、口唇部

は僅かに丸みを帯びる。口緑部内外面に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、頸部内面にナデ

調整、胴部内面はヘラケズリ調整。肩部には1条の沈線文が施文される。外器面には漆状樹脂が

塗付される。暗褐色。 7は口径15.9cm、残存器高10.9cm。日縁部は外方に立ち上がり、口唇部は

面取りされ端面は外方へ向く。口縁部内外面に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、頸部内面

にナデ調整、胴部内面はヘラケズリ調整。外器面全面に煤が付着する。褐色。 8は口径14.7cm、

残存器高27.4cm。口縁部は真っすぐに立ち上がり、端部は面取りされているようである。口緑

部内外面に横ナデ調整、頸部内外面にナデ調整、肩部外面から胴部にはハケ目調整、胴部内面

はヘラケズリ調整。肩部にはヘラ（？）による押圧列線文が上下に施文される。褐色。 11はロ

径18.7cm、底径9.8cm、器高19.2cm。平底の甕である。口縁部に横ナデ調整、肩部外面から胴部

全域にハケ目調整。胴部内面にはヘラケズリ調整。外底にはナデ調整。褐色。 12は復元口径29.

6cm、残存器高16.3cm。大型の甕である。口縁部に横ナデ調整。頸部・肩部内外面にナデ調整。

胴部外面にハケ目調整、胴部内面にヘラケズリ調整。口緑部内外面及び胴部外面に黒斑あり。

淡褐色。

壺 (9• 10) 9は日径9.0cm、残存器高7.4cm。器面の磨耗が著しく調整不明。ただし肩部内

面にはヘラケズリ調整が行なわれているようである。明褐色。 10は完形。口径11.8cm、器高19.

5cm。口縁部は内外面に横ナデ調整。頸部外面には横ナデ調整、胴部外面にはハケ目調整。頸部

内面から胴部内面にはナデ調整。外器面全体に煤が付着し、黒斑あり。淡黄褐色。
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1. A地区の遺構と遺物
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IV.調査の記録

二二亨ご~
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Fig.33 SDlOl出土遺物実測図⑳ (1/3) 
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2. C地区の遺構と遺物

AP AQ 

2. C地区の遺構と遺物 ―|24 C地区において検出した主要な遺構は弥

生時代の土墟2基である。古墳時代の遺

構・遺物は検出しなかった。

(1)弥生時代の遺構と遺物

(a)土壊と出土遺物

SK301土城 (Fig.35)

AP-18 • 19グリッドで検出した。他

遺構との切り合い・重複関係はない。検

出面の標高は6.8m前後である。遺構の南

部1/3程度は調査区外にあり、完全には

検出できなかった。平面形は楕円形を呈

するものと思われ、検出長軸長1.4m、短

軸長1.4mを測る。最深部で0.5mを測る。

西壁は緩やかに立ち上がり、東壁は底面

から垂直に立ち上がりながら外方へ延び

ている。遺構北部には平坦面を有し、遺

構中央部付近には深さ15-20cm程度の2

基の小穴がさらに掘り込まれている。遺

構埋土は黒褐色土の単層である。遺構中

央部で、遺構底面からやや浮いた状態で

弥生時代の甕．壺・高坪・鉢片が出土し

ている。遺構の埋没過程で一括投棄され

たものと考える。

SK301出土遺物 (Fig.36• 37) 

甕 (1~11) 1は復元外口径26.8cm、

復元内口径21.4cm、残存器高17.5cm。ロ

縁部に横ナデ調整。胴部外面はハケ目調

整、口緑部下位にはハケ目調整をナデ消

し。胴部内面はナデ調整。胴部外面に黒

斑を有する。淡褐色。 2は復元外口径24.

4cm、復元内日径21.6cm、残存器高15.2cm。
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Fig.34久富遺跡1区C地区遺構配置図 (1/200)
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IV.調査の記録

ビ

標高7.0 m 

0 1 m 

Fig.35 SK301土擦実測図 (1/30) 

口縁部に横ナデ調整。胴部外面はハケ目調

整、口縁部下位にはハケ目調整をナデ消し。

胴部内面はナデ調整。外面淡褐色、内面茶

褐色。 3は復元外口径28.4cm、復元内口径

22.4cm、残存器高17.7cm。口縁部に横ナデ

調整。胴部外面はハケ目調整、胴部内面は

ナデ調整。明褐色。 4は復元外日径27.8cm、

復元内口径22.0cm、残存器高16.0cm。口緑

部に横ナデ調整。胴部外面はハケ目調整、

口縁部下位にはハケ目調整をナデ消し。胴

部内面はナデ調整。胴部上位に1条の沈線

を施す。淡褐色。 5は復元外日径37.0cm、復

元内口径31.6cm、残存器高4.7cm。口縁部に

横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整。日緑

端部に刻目を施す。淡褐色。 6は底径6.1cm、

残存器高6.9cm。外面にハケ目調整、内面及

ぴ外底にナデ調整。外面に黒斑を有する。

褐色。 7は復元底径7.0cm、残存器高8.3cm。

外面にハケ目調整、内面及び外底にナデ調

整。内面に黒斑を有する。褐色。 8は底径7.0cm、残存器高12.7cm。外面にハケ目調整、内面及

び外底にナデ調整。内底に煤付着。明褐色。 9は底径6.6cm、残存器高12.7cm。外面にハケ 目調

整、内面及び外底にナデ調整。胴部外面及び内底に黒斑を有する。淡褐色。 10は底径7.2cm、残

存器高13.7cm。外面にハケ目調整、内面及ぴ外底にナデ調整。内外面に黒斑を有する。褐色。

11は底径7.0cm、残存器高10.1cm。外面にハケ目調整、内面及ぴ外底にナデ調整。外底には十文

字に沈線が施されている。淡褐色。

蓋 (12• 13) 12は頭部径7.2cm、残存器高5.9cm。外面にハケ目調整、内面及び頭部外面に

ナデ調整。淡褐色。 13は底径31cm、残存器高4.5cm。外面及び内面下部にハケ目調整、内面にナ

デ調整、裾端部に横ナデ調整。褐色。

壺 (14-19) 14は復元外口径27.7cm、復元内口径21.6cm、残存器高4.7cm。口縁部に横ナデ

調整、他にはナデ調整。淡褐色。 15は復元外口径30cm、復元内日径24.6cm、・残存器高2.8cm。ロ

緑部に横ナデ調整。口緑部下には暗文が施される。明褐色。 16は復元口径31cm、残存器高6.4cm。

日緑端部に横ナデ調整、内面にナデ調整。外面には暗文が施される。明褐色。 18は復元底径5.

0cm、残存器高3.4cm。外底及び内面にナデ調整。外面は不明瞭ながらヘラミガキ調整。外面に

-46-



2. C地区の追構と追物
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IV.調査の記録
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Fig. 37 SK301出土遺物実測図 (1/4) 

黒斑を有する。茶褐色。 19は復元底径7.0cm、残存器高4.5cm。内外面ともにナデ調整。暗褐色。

鉢 (20) 復元口径19cm、残存器高7.3cm。口縁端部に横ナデ調整、体部外面及び内面上半部

に横方向のヘラミガキ調整、内面下半部にナデ調整。外面下半部に黒斑を有する。明褐色。 器

台 (21) 復元底径9.4cm、残存器高7.1cm。内外面ともにナデ調整、裾部内面に指頭圧痕を有

する。淡褐色。

SK302土塙 (Fig.38)

AP-19グリッドで検出した。他遺構との切り合い・重複関係はない。検出面の標高は6.9m

前後である。遺構北半は調査区外にある。平面形は一辺が1.3mの不整方形をなすと思われる。

断面形は逆台形状を呈し、深さ0.35mを測る。遺構埋土は黒褐色土の単層である。埋土中から

弥生時代の甕．蓋が出土している。

-48-



2. C地区の遺構と遺物

SK302出土遺物 (Fig.39)

甕 (1-4) 1は復元外口径20.8cm、復元内

日径16.4cm、残存器高9.8cm。口縁部に横ナデ

調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナ

デ調整。暗褐色。 2は復元外口径25.0cm、復

元内日径19.2cm、残存器高5.1cm。口緑部に横

ナデ調整、胴部内外面にナデ調整。日縁部下

に1条の貼付突帯を有する。赤褐色。 3は復元

外日径27.0cm、復元内口径22.0cm、残存器高

4.7cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内外面にナ

デ調整。口縁部下に 1条の貼付突帯を有する。

淡褐色。 4は復元底径6.5cm、残存器高12.5cm。

外面にハケ目調整、内面及ぴ外底にナデ調整。

黄褐色。

調査区外
一

標高7.0 m 

ニこ二
゜

1 m 

Fig. 3 8 SK302土城実測図 (1/ 40) 

蓋（5) 頭部径6.0cm、残存器高10.6cm。

外面にハケ目調整、内面及び頭部にナデ調整。外器面には丹塗りの痕跡が認められる。

冒

二
三

,, 1 

□2
▽
¥
 ゜
20cm 

Fig.39 SK302出土遺物実測図 (1/4) 
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V.小結

v.小結
久富遺跡l区は、弥生時代中期と古墳時代前期の遺跡である。調査区からは近世の遺物も若干

は出土しているが、明確な遺構からの出土は皆無で、すべて表面採集の遺物であった。遺跡の

内容と しては先述の2時期にほぼ限られている。

弥生時代中期の遺構としては、 A地区ではSH102竪穴住居 •SK105土猥がある。 SH102竪

穴住居は整然としたものではなく、全体的にいびつな印象を受ける。床面が安定 しておらず、

柱穴も確認できなかったため、竪穴住居としての性格づけに若干の不安も感じたが、遺構中央

部に炉跡状のくぼみをもつことや遺構の全体形状が竪穴住居に近いことなどから判断して、竪

穴住居として報告した。床面直上からは弥生中期初頭から前半の遺物が出土している。久富遺

跡0区A地区においても近世の遺構に攪乱された竪穴住居が3軒ほど検出されており、確実では

ないが本調査区のものとほぼ同時期の竪穴住居と考えられる。 SK105土猥は、他遺構に比べる

と出土遺物もやや多い。中期前半の遺構と考えて間違いないだろう。

C地区ではSK301土墟 •SK302土墟がある。いずれも遺物の出土状況からみて廃棄土壊と判

断した。前半期の土器が一括出土している。

この他に、弥生時代の遺構として報告したものにA地区において検出したSK107土猥や

SE109井戸がある。いずれも出土遺物が非常に少なく、確実な時期決定はできなかった。今回

は少ない出土遺物から判断して弥生時代の遺構として報告を行なった。

さて、今回の調査において最も注目されるのは、A地区で検出した古墳時代前期の遺構と遺物

であろう。検｀出したのは、掘立柱建物l棟、井戸1基、溝2条である。

SBllO掘立柱建物は1間X2間の建物で、円形の柱穴を有する。 1棟のみの検出であり、他遺

構との重複・切り合いはなく、柱穴からの出土遺物もないため、確実な時期決定資料に欠けて

いる。ただ、久富遺跡の東方にある村徳永遺跡で検出されている弥生時代の掘立柱建物とは規

格・規模とも大きく異なっており、本建物が弥生時代の所産であるとは考えにくい。また、古

墳時代前期の溝SDlOlと切り合うことがなく、逆に溝の走行軸方向と建物の主軸方向が近似し

ていることを考えれば、古墳時代の掘立柱建物である可能性が高いと考えられる。

井戸もまた、 SE104だけが単独で存在する。建物に付設したものではなく、 SDlOl溝を挟ん

で東側に位置している。井戸内からは完形の土師器甕が伏せられた状態で検出されている。溝

からの出土遺物と比較すると、器壁がやや厚く、器面調整もやや粗い印象を受ける。時期的に

は溝出土のものより若干新しいものであろうか。

溝はSDlOlとSD103の2条である。調査区が狭いため完全に検出することができなかった。

これらの溝とかなり関連性の高いと考えられるものに、久富遺跡0区B地区で検出された

SD006溝がある。以下、 SD006も含めて溝について述べる。全体の大まかな位匿関係について
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Fig.40 久富遺跡古墳時代遺構配置概略図 (1/2, 000) 

はFig.40に示しておいた。

SD006は 「検出全長約10m、最大幅2.6m、最深部0.6mを測る。南部西側掘り込みが、わず

かに南曲をみせている。北部はそのまま北上（「東部はそのまま東進」の誤り）すると考えると

農業用水路をはさんで東側にも検出できるはずであるが、遺構は全く検出できなかった。そう

なれば、この溝は農業用水路付近が北端掘り込み（「東端掘り込み」の誤り）になるか、北折す

るかであるが、確認できなかった。埋土は黒褐色土を呈し、下層部になるにつれて淡黒褐色に

なる。」と報告されている。 SDlOl• SD103と比較すると、規模が多少小さいだけで、ほぼ同

じ形状である。また、 SDlOl・103の状況からはSD006が北折するとは考えにくい。 SD006は

東側で途切れるものと思われる。 0区の調査担当者も同様 可祈見を述べており、ほぼ間違いない

と考える。ただ、本調査区の溝のように陸橋状の空間を持ってさらに東側に溝が存在している

かどうかは今のところ明らかではない。

溝の出土遺物の比較では、ほぼ同時期の遺物が確認されている。器種構成についてもほぼ同

じである。ただ、 1つ異なる点を挙げるならば、 SD006出土遺物において手捏土器の出土率が

非常に高いことであろう。 このことから 「溝中祭祀」の指摘がなされている。今囮の調査では

手捏土器の出土は皆無であった。山陰系土器の出土は今回は充実している。器種も豊富で、 こ

れだけまとまって出土したのは、佐賀市域では初めてである。総じて比較的丁寧な造りである。

搬入品かどうかは現在のところ不明であり、今後の分析を待ちたい。なお、 SD006出土遺物で

報告されなかった山陰系土器について今回報告しておく (Fig.41)。1は復元日径32cm、残存器

高3.5cm。内外面ともにナデ調整。淡褐色。 2は復元口径31.8cm、残存器高6.8cm。日縁部外面は

ハケ目調整後ナデ調整。他はナデ調整。淡褐色。 3は復元口径31.2cm、残存器高7.6cm。磨耗の

ため調整不明。外器面に煤が付着する。外面淡褐色、内面茶灰色。

-51-



V.小結

また、 SD101からは、外器面に漆様樹脂を塗布した古式土師器甕が確認されている。岡田文

男氏の分析によれば、 「漆膜とみられる塗膜の構造はやや複雑で、土器表面直上から順にやや透

明な層と不透明な層が互層になっている。何層からなるのか特定することは難しいが、繰り返

し漆様樹脂を塗布した結果とみられる。」という観察結果が報告されている。単なる煤の付着と

誤認してしまう可能性もあり、今後の調査においては注意を払う必要がある。

さて、このSD006とSDlOl• 103との関係であるが、今回は明らかにできなかった。位箇的

にみてSD006とSD103が連続する1つの溝であると考えられないこともないが、検出部分が狭

く確認はできない。ただ、SD103北部が一旦途切れるような気配を見せるところから、 SD103

はSD006とは繋がらずに、陸橋部状の空間を介してSDlOlとセットになる可能性も指摘し得

る。溝については今回はこの程度の指摘しかできない。

調査面積が非常に狭く 、遺跡の全体の概要を掴むまでには残念ながら至らなかった。しかし、

当地域において今まで明らかでなかった古墳時代の集落遺跡について、少ないながらも資料を

得られたことは、大きな成果であろう。今後の調査に期待したい。

参考・引用文献

1) 佐賀市教育委員会 1985 『東千布遺跡（東千布遺跡・久富遺跡）』 佐賀市文化財調査報告書第15集

2) 岡田文男 1992 「久富遺跡の土器表面の漆様塗膜の観察結果」『瓦町追跡』 佐賀市文化財調査報告書
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図 版

遺物写真は挿図と対照できるように、

挿図番号を表記した。

27 - 31 

挿図番号挿図内遺物番号



PL.1 

PL. 1 -1 久富遺跡 1区 (A・ B ・ C地区）全景（東から）

PL. 1-2 久富遺跡1区A地区近景



PL.2 

PL. 2-1 SDlOl溝及びSBllO掘立柱建物

、夕 5,"五歩空竺苓況譴睾念箆
.．` -

因“"‘噸＂疇訓”'“",．よヂ・-`  9•-が:

- ウ,’ .、7・ー：

PL. 2-2 SDlOl溝土層断面（北から）

PL. 2-3 SH102竪穴住居（東から）



PL.3 

PL. 3-1 SE104井戸（西から）

PL. 3-2 SK301士壊（北から）
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19
90
.
 
9
 
14
-
16
5 
29
-
66
 
1
 3
 
A
 

久
富
遺
跡
(1
区）
I
種



番
号

名
称

種
別
時
代
残
存
率
（％）

法
如
c
m
,
g
)

迫
構
名
出
土
年
月
実
測
図
番
号
報告
書
Fi
g番
号
コン
テナ
番号
A9
B咽

11

H
D
M
-
1
-0
61
 
甕

土
師
器
古
項
不
明
ロ
径
18
.0
推

底
径
—

器
高
11
.5
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
14
-
16
6 
24
-
31
 
1
 3
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
6
2
 
甕

土
師
器
古
頃
不
明
口
径
1
7
4推

底
径
—

器
高
1
3
5
 
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
16
-
16
7 
31
-
79
 
1
 3
 
A
 

H
D
M
-1
-0
63
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
日
径
16
.0
推
底
径
一

器
高
1
0
6
 
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
 9
 
16
-1
68
 
31
-
82
 
1
 3
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
6
4
 
甕

土
師
器
古
項
不
明
ロ
径
16
.2
推

底
径
—

器
高
1
2
9残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
16
-
16
9 
28
-
56
 
1
 3
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
6
5
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
18
.0
推

底
径
—

器
高
9.
9
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
16
-1
70
 
23
-
39
 
1
 3
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
6
6
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
1
7
8推

底
径
—

器
高
12
.3
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
17
-1
71
 
28
-
57
 
1
 3
 
A
 

H
D
M
-1
-0
67
 
甕

土
師
器
古
項
不
明
ロ
径
1
4
4推

底
径
—

器
高
8
4残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
17
-1
72
 
23
-
14
 
1
 3
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
6
8
 
甕

土
師
器
古
項
不
明
ロ
径
18
.2
推

底
径
—

器
高
8
5残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
17
-1
73
 
23
-
22
 
1
 3
 
A
 

H
D
M
-
1
-0
69
 
甕

土
師
器
古
項
不
明
ロ
径
1
7
2推
底
径
一

器
高
11
.1
残
S
D
 1
 0
 1
 
19
90
.9
 
17
-1
74
 
29
-
65
 
1
 4
 
A
 

H
D
M
-1
-0
70
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
12
.6
推
底
径
一
一

器
高
7.
7残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
18
-1
75
 
23
-
12
 
1
 4
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
7
1
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
17
.2
推

底
径
—

器
高
11
.2
残
S
D
 1
 0
 1
 
1
9
9
0
 9
 
18
-1
76
 
25
-
38
 
1
 4
 
A
 

H
D
M
-1
-0
72
 
甕

土
師
器
古
墳
3
5
 
ロ
径
14
.
7
 
底
径
＿

器
高
27
.4
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
19
-1
77
 
32
-
8
 
1
 4
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
7
3
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
口
径
1
9
6推

底
径
—

器
高
9.
3
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
18
-1
83
 
28
-
58
 
1
 4
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
7
4
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
17
.0
推
底
径
一
一

器
高
12
7
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
18
-1
84
 
22
-
9
 
1
 4
 
A
 

H
D
M
-1
-0
75
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
口
径
1
7
0推

底
径
—

器
高
9.
8
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
18
-1
85
 
23
-
20
 
1
 4
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
7
6
 
甕

土
師
器
古
項
不
明
口
径
15
.9

底
径
—

器
高
9.
1
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
20
-1
86
 
29
-
67
 
1
 4
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
7
7
 
甕

土
師
器
古
項
不
明
口
径
17
.2
推
底
径
一

器
高
11
.
2残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
20
-
18
7 
24
-
32
 
1
 4
 
A
 

H
D
M
-
1
-0
78
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
16
.0
推

底
径
—

器
高
11
.2
残
S
D
 1
 0
 1
 
1
9
9
0
 9
 
20
-
18
8 
23
-
19
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-1
-0
79
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
18
.0
推
底
径
一
一

器
高
11
.4
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
20
-
18
9 
29
-
63
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-1
-0
80
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径
—

底
径
ー
一

器
高
4.
0
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
21
-2
10
 
17
-
16
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-1
-0
81
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
18
.7

底
径
9.
8

器
高
19
.2
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
21
-2
12
 
33
-
11
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
8
2
 
甕

土
師
器
古
項
不
明
口
径

底
径
一

器
高
17
.3
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
21
-2
17
 
31
-
84
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-1
-0
83
 
甕

土
師
器
古
項
不
明
ロ
径
―
-
-
底
径
一

器
高
14
.6
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
21
-2
18
 

1
 5
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
8
4
 
甕

土
師
器
古
項
不
明
ロ
径
16
.6
推
底
径
一
一

器
高
6.
4
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
 9
 
22
-2
20
 
24
-
25
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-1
-0
85
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
口
径
1
3
6推

底
径
一

器
高
6.
7
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
.9
 
22
-2
21
 
31
-
59
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
8
6
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
15
.
9推

底
径
一
一

器
高
6
5残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
.9
 
22
-2
22
 
29
-
64
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-1
-0
87
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
13
.8
推
底
径
一

器
高
6
.5
残
S
D
 1
 0
 1
 
19
90
.9
 
22
-2
23
 
29
-
65
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
8
8
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
口
径
16
.2
推
底
径
一
一

器
高
6.
0
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
.9
 
22
-2
24
 
29
-1
51
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
8
9
 
甕

土
師
器
古
瑣
不
明
ロ
径
12
.8
推
底
径
一

器
高
8.
5
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
.9
 
22
-2
25
 
30
-
69
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-1
-0
90
 
甕

土
師
器
古
培
不
明
ロ
径
18
.0
推
底
径
＿

器
高
5.
6
残
S
D
 1
 0
 1
 
1
9
9
0
 9
 
22
-2
26
 
23
-
17
 
1
 5
 
A
 

久
富
遺
跡
(1
区）
1
種
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番
号

名
称
種
別
時
代
残
存
率
(
%
)

法
批
(c
m,
g)

迫
構
名
出
土
年
月
実
測
図
番
号
報告
書
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番号
コン
テナ
番号
A・B
/f)
glj
 

H
D
M
-1
-0
91
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
15
.0
推

底
径
—

器
高
4.
2
残
S
D
 1
 0
 1
 
1
9
9
0
 9
 
22
-2
27
 
23
-
11
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
9
2
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
1
3
2推

底
径
—

器
高
5.
6
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
23
-2
28
 

1
 5
 
A
 

H
D
M
-1
-0
93
 
甕

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
13
.6
推
底
径
一

器
高
6.
7
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
23
-2
29
 
23
-
13
 
1
 5
 
A
 

H
D
M
-1
-0
94
 
室て

土
師
器
古
墳
8
0
 
口
径
15
.0

底
径
—

器
高
26
.6
残
S
D
 1
 o
 1
 
1
9
9
0
 9
 
25
-
14
6 
21
-
12
 
1
 6
 
A
 

H
D
M
-
1
-0
95
 
空．
 

土
師
器
古
墳
完
形
ロ
径
11
.8

底
径
一

器
高
19
.5
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
24
-
2
 
32
-
2
 
1
 6
 
A
 

H
D
M
-1
-0
96
 
壺

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
1
3
0
 
底
径
一

器
高
8.
7残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
.9
 
24
-1
17
 
19
-
2
 
1
 6
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
9
7
 
g
 

士
土
師
器
古
墳
3
0
 
ロ
径
13
.2
推

底
径
—

器
高
15
.
9残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
.9
 
24
-1
42
 
19
-
1
 
1
 6
 
A
 

H
D
M
-1
-0
98
 
空て

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
9
0
 
底
径
一

器
高
7.
4
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
.9
 
24
-1
91
 
32
-
9
 
1
 6
 
A
 

H
D
M
-
1
-
0
9
9
 
空-

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
15
.9

底
径
一

器
高
15
.
9残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
27
-
14
3 
20
-
9
 
1
 6
 
A
 

H
D
M
-1
-1
00
 
壺

土
師
器
古
墳
不
明
日
径
13
.7
 

底
径
—

器
高
20
.8
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
27
-1
44
 
19
-
8
 
1
 7
 
A
 

H
D
M
-1
-1
01
 
3
 
＝
 

土
師
器
古
墳
4
0
 
ロ
径
15
.4
推
底
径
5.
8

器
高
27
.8
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
26
-
14
5 
21
-
11
 
1
 7
 
A
 

H
D
M
+
l
0
2
 
宰-

土
師
器
古
墳
不
明
口
径

底
径
一
一

器
高
10
.7
残
S
D
 1
 0
 1
 
1
9
9
0
 9
 
27
-
19
0 
19
-
3
 
1
 7
 
A
 

H
D
M
-1
-1
03
 
空士

土
師
器
古
墳
不
明
日
径
17
.
0推

底
径
―
―

器
高
4.
5
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
27
-2
30
 
19
-
6
 
1
 7
 
A
 

H
D
M
-1
-1
04
 
g
 

▲
 

土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径
—

底
径
一

器
高
9.
8
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
26
-2
11
 
19
-
4
 
1
 7
 
A
 

H
D
M
-1
-1
05
 
壺

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
1
9
6
 
底
径
一

器
高
9
.6
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
26
-2
19
 
19
-
7
 
1
 7
 
A
 

H
D
M
-1
-1
06
 
空士

土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径
—

底
径
7.
8

器
高
2
0
1残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
28
-2
3
1
 
20
-
10
 
1
 7
 
A
 

H
D
M
-
H
0
7
 
小
型
丸
底
壺

土
師
器
古
墳
5
0
 
ロ
径
9
6推

底
径
ー
一

器
高
7.
6
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
30
-1
96
 
19
-
5
 
1
 7
 
A
 

H
D
M
-1
-1
08
 
鉢

土
師
器
古
墳
5
0
 
ロ
径
1
0
2推

底
径
—

器
甜
6.
8
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
.
 
9
 
29
-1
79
 
17
-
1
 
1
 8
 
A
 

H
D
M
-1
-1
09
 
鉢

土
師
器
古
墳
完
形
日
径
22
.2

底
径
一
一

器
高
11
.
7残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
31
-
59
 

1
 8
 
A
 

H
D
M
-
1
-
1
1
0
 
鉢

土
師
器
古
墳
完
形
口
径
10
.0
推

底
径
—

器
高
6
9残
S
D
 1
 0
 1
 
1
9
9
0
 9
 
29
-
64
 
17
-
14
 
1
 8
 
A
 

H
D
M
-1
-1
11
 
鉢

土
師
器
古
墳
6
0
 
ロ
径
12
.8
推
底
径
一

器
高
7
8残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
29
-
65
 
17
-
11
 
1
 8
 
A
 

H
D
M
-1
-1
12
 
鉢

土
師
器
古
墳
9
0
 
ロ
径
11
.6
推

底
径
—

器
高
5
2残
S
D
 1
 O
 1
 
19
9
0
.
 
9
 
29
-
15
1 
17
-
15
 
1
 8
 
A
 

H
D
M
-
1
-
1
1
3
 
鉢

土
師
器
古
墳
2
0
 
口
径
13
.0
推

底
径
—

器
高
7
8残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
29
-1
78
 
17
-
6
 
1
 8
 
A
 

H
D
M
-1
-1
14
 
鉢

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
13
.8
推
底
径
一

器
高
5.
1
残
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
29
-
18
0 
17
-
9
 
1
 8
 
A
 

H
D
M
+
l
l
S
 
鉢

土
師
器
古
墳
2
0
 
口
径
13
.2
推

底
径
—

器
高
4
8残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
29
-1
81
 
17
-
8
 
1
 8
 
A
 

H
D
M
-1
-1
16
 
鉢

土
師
器
古
墳
4
0
 
ロ
径
10
.8
推
底
径
一

器
高
6.
8
S
D
 1
 O
 1
 
1
9
9
0
 9
 
29
-
18
2 
17
-
13
 
1
 8
 
A
 

H
D
M
-1
-
11
7 
鉢

土
師
器
古
墳
7
0
 
ロ
径
32
.6

底
径
7
7
 
器
高
22
.0
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
3
1-
2
13
 
18
-
17
 
1
 9
 
A
 

H
D
M
-1
-1
18
 
鉢

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
12
.0
推

底
径
—

器
高
3
8残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
30
-1
92
 
17
-
3
 
1
 9
 
A
 

H
D
M
-1
-1
19
 
鉢

土
師
器
古
墳
不
明
口
径
12
2
推
底
径
一

器
高
6.
0
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
.9
 
30
-1
93
 
17
-
5
 
1
 9
 
A
 

H
D
M
-1
-1
20
 
鉢

土
師
器
古
墳
3
0
 
ロ
径
11
.
0
 

底
径
—

器
高
6.
9
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
30
-1
94
 
17
-
12
 
1
 9
 
A
 

久
富
遺
跡
(1
区）
I
種



番
号

名
称
種
別
時
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残
存
率
(
%
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法
批
(c
m
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迫
構
名
出
土
年
月
実
測
図
番
号
報
繹
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番号
コン
テナ
番号
A・
B
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H
D
M
-1
-1
21
 
鉢

土
師
器
古
墳
7
0
 
ロ
径
10
.6
推
底
径
一

器
品
6.
0
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
30
-1
95
 
17
~ 
2
 
1
 9
 
A
 

H
D
M
-1
-1
22
 
鉢

土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
12
8
 
底
径
一

器
高
3.
1
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
30
-2
15
 
17
-
4
 
1
 9
 
A
 

H
D
M
-
1
-
1
2
3
 
鉢

土
師
器
古
墳
3
0
 
ロ
径
1
4
0推

底
径
―
―

器
高
9
0
 
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
30
-2
16
 
17
-
7
 
1
 9
 
A
 

H
D
M
-1
-1
24
 
杯

土
師
器
古
墳
4
 0
 
ロ
径
9.
0
推

底
径
—

器
高
2.
2
残
S
D
 1
 O
 1
 
19
90
. 
9
 
32
-1
97
 
14
-
1
 
2
0
 
A
 

H
D
M
-1
-1
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